
11 年　聖マリアンナ医科大

　



ただし， 




のとき，     の値を求めると，

 となる。

　医学部　単元別　小問即解演習　（三角関数）
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12 年　昭和大





とおく。をを用いて表すと である。

  



  とする。




の値は である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（三角関数）
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13 年　東邦大










　右の図のようなを直角とする直角三角形において，

の等分線と辺とのつの交点を，とする。

＝，



のとき，  である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（三角関数）
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14 年　産業医科大

　つの実数



，，，




，




，




，




を小さい方から順に並べた

ものをとする。このとき実数  の値は であり，

      の値は である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（三角関数）
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15 年　福岡大

　つの直線



とのなす角を  とすると，  である。

また，つの直線



と




のなす角を  とすると， 

である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（三角関数）
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16 年　東邦大

　関数    



 の周期のうち，正で最小のものは である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（三角関数）
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17 年　昭和大

のとき，方程式   が相異なるつの解をもつような定数

　の値の範囲は である。

次方程式
  のつの解を とするときの値は

 である。ただし，とする。

　医学部　単元別　小問即解演習　（三角関数）
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18 年　東京医科大

　つのベクトル  ，  



 




を考える。

がの範囲を動くとき，内積･の最大値を，最小値をとすれば

 ， 　である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（三角関数）
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19 年　福岡大

　がの範囲を動くとき， のとりうる値の範囲は

 であり，また，

     のとりうる値の範囲は

 である。

　医学部　単元別　小問即解演習　（三角関数）
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